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経済的に優れた核融合発電炉を実現する上で

重要なプラズマ乱流の研究が盛んに行われて

いる。その中で筆者たちは、直線磁化プラズマ

装 置 PANTA (Plasma Assembly for Nonlinear 
Turbulence Analysis) を用いる事でプラズマ乱

流に影響を及ぼす非線形振動の研究を行って

きた。 
 本研究では、非線形振動が乱流に与える影響

を詳細に理解すべく、その揺動を典型的発展部

分（決定論的部分）と揺らぎ部分（確率論的部

分）に条件付き平均法を用いて一意的に分離す

ることを考えた。そのため、決定論的部分の抽

出に存在する恣意性を取り除くことのできる

新たな条件付き平均法 Correlation-estimated 
Conditional Average Method  (CECAME) を提案

している。また、PANTA でトモグラフィ計測[1]
を用いることで図 1 上段に示すような孤立波振

動が観測されている。孤立波振動の揺動に対し

て CECAME を適用することで、図 1 下段に示

すような決定論的部分を抽出することが可能

となった。さらに、抽出した決定論的部分を用

いることで孤立波振動の揺動から確率論的部

分の分離を行った。抽出した決定論的部分と、

分離した確率論的部分の振幅強度の 2 次元再構

成画像の時空間発展を示したものが図 2 である。

両者の空間構造を比較すると高い相関関係が

得られ、両者間で相互作用を引き起こしている

可能性が示唆された[2]。 
 本発表では、ここで用いた CESAME の詳細

と、その結果得られた決定論的部分と確率論的

部分の時間発展、両者の間に存在する相互作用

について報告する。 
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図１. 孤⽴波振動および抽出した決定論的部分 

 
図２. 決定論的部分および確率論的部分の振幅強
度の空間構造⽐較 
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